
ラグランジュの未定乗数法 

システム制御理論入門 演習問題[2-3] 

𝐽 = 2𝑥1
2 + 2𝑥2

2 + 𝑥3
2 を条件 𝑥1 + 𝑥2 = 0, 𝑥2 + 𝑥3 = 1 

のもとで最小値𝐽𝑚𝑖𝑛をもとめよ 

解） 

       𝑔1(𝑥1, 𝑥2, 𝑥3) = 𝑥1 + 𝑥2         ①  

              𝑔2(𝑥1, 𝑥2, 𝑥3) = 𝑥2 + 𝑥3      ② 

とおく。 

       𝑓 = 𝐽 − 𝜆1𝑔1 − 𝜆2𝑔2       ③ 

       
∂𝑓̃

∂𝑥1
= 4𝑥1 − 𝜆1＝0        ④      

       
∂𝑓̃

∂𝑥2
= 4𝑥2 − 𝜆1 − 𝜆2＝0      ⑤ 

       
∂𝑓̃

∂𝑥3
= 2𝑥3 − 𝜆2＝0        ⑥ 

④、⑥を⑤に代入し4𝑥2 − 4𝑥1 − 2𝑥3 = 0 

         → 2𝑥1 − 2𝑥2 + 𝑥3 = 0         ⑦ 

条件式と⑦式より 

(
2 −2 1
1 1 0
0 1 1

) (

𝑥1

𝑥2

𝑥3

) = (
0
0
1

) 

(

𝑥1

𝑥2

𝑥3

) = (

−1/5
1/5
4/5

) 

                                  のとき、𝐽𝑚𝑖𝑛 = 4/5 

 

解説）この問題では未定乗数は𝜆1, 𝜆2の二つである。 

なお、条件式から𝑥1, 𝑥3を𝑥2で表し𝐽 = 2𝑥1
2 + 2𝑥2

2 + 𝑥3
2を𝑥2の 1変数関数で表し極値を求める

こともできる。 

 

 


